






















　This article reports an attempt to introduce self-assessment rubrics for junior college & 
university students of the classes in the ﬁ rst term of the year 2017. Self-assessment rubrics 
were applied in the ﬁ rst and last sessions of the curriculum, and it is veriﬁ ed that the rubrics 
could provide a very valuable opportunity for students to reﬂ ect themselves, as well as they 
could encourage the instructors to consider and improve their teaching methods. Especially, 
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the rubrics were effective to compare the results of different instructors who teach the 
same subject, leading to the multi-directional improvement of teaching by each instructor. 
In addition, it is indicated that questionnaires for students about the rubrics could minimize 
the diﬀ erences of understanding between students and teachers. It is also veriﬁ ed that the 


























力を高めることを課題として、大学・短期大学部の教員により 2016 年度 4月に設置された。筆
者らは活動内容に掲げた教育手法の開発と研修の一環として同年 5月よりアクティブ・ラーニン
グの教育方法開発に着手した。特に授業改善および PBL（Project-based learning）やプロジェ










































































































の約 68％は L2 および L3 に集中していた。特に L1 と評価した学生が各クラスに 4～ 5 名、計
13 名いる点から個人差の影響がうかがわれ、大学教育において重点的に養成する必要性が確認
された。なお、この評価観点について大塚クラスでは教員による評価と学生の自己評価との間に






見られた。白尾クラスでは事前、事後共に平均値が 2.0 前後であったのに対し、他の 2クラスで









































　なお、大塚クラスには「プレゼン」「学祖教育」以外の 5点に事後に L5 とつけた学生がいた
一方で、教員には明らかに L5 と映っても、自己評価は L4 や L3 という学生もいた。このような
成長の感じ方や自己評価の個人差には、自分に対する自信等のコンピテンシー能力が関わってい


























大塚（18） 1 6 2 3 0 0 0
三田（20） 0 0 0 0 0 0 0
白尾（24） 1 3 0 0 1 1 1
計 2 9 2 3 1 1 1
L1 → L5 0 5 1 2 1 0 0
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3.2.1　共通教育必修科目における導入事例




















































































































































能力」の 3点とし、授業の達成目標は、L4 とし、L5 は期待以上の評価に設定した。図 3.4-1 ～ 3
に実施結果をまとめて示す。
　図 3.4-1「授業に関する理解」では、L2 の「ある程度理解している」が 58％、L3 の「理解している」


































































　「食品学実験」の授業形式は、3コマ続き 270 分、回数は 8回である。評価観点は「実験に関
する基本事項」、「実験授業に対する姿勢」、「レポート」、「実験に関する課題解決」の 4点とし





















　レポートに関しては、L1 と L2 あわせて 68％、L3 と L4 が 27％であったものが、最終回には












営の依頼を地元商店街振興組合から受けて、2016 年から 2年続けて参加している。両年とも 9
月のイベントの事前・事後にルーブリックによる自己評価を行った。
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　「1. 大変役に立つ」「2. ある程度は役に立つ」「3. 少しは役に立つ」を合計すると全体の 85.9％
に達する。これら 3つの回答の理由（Q2）をまとめたものを以下に示す。
































































図 3.6-5　ルーブリックの授業への導入について（Q6、複数回答可）ᅗ ࢵ ᤵᴗ ᑟධ





















リックの作成に時間がかかることの 2点があげられる（栗田 2017: 97）。これはルーブリックの
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